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１．南三陸椿ものがたり復興 

 

南三陸町に多く自生しその実からとれる油が生活に使われる等、町民の記憶に様々な形で残る「椿」。

大津波や塩害にも耐え生き残ったその逞しい植生から、この町に生き続ける者たちが生き方を学び、

復興に向けた希望を共有するため、椿をテーマとした交流・まちづくり活動を継続して行った。 

本活動は、以下の助成事業の一環として実施したものである。 

・みやぎチャレンジプロジェクト助成金（宮城県共同募金会）（４月～３月） 

・公益信託仙台銀行まちづくり基金助成金（１月～３月） 

 

（１）椿はな咲くまちづくりお茶会 

 

椿の話題をきっかけに町民どうしの交流を図り、新しい町への希望を共有する場として開催した。 

※復興公営住宅入居者等を対象として実施。取組内容は、２－１節を参照。 

 

（２）椿のまちづくり活動 

    

  ①椿の植樹、下草刈り、植樹地への通路の整備作業等 

 ②椿の種ひろい、苗の育成活動 

 将来の津波災害の際、避難路となる道筋に沿って椿を植え、避難の目印にする「椿の避難路」

づくり事業の一環として、以下の活動を行った。 

 すでに植樹がなされた避難路について、草刈り等の整備活動を７回実施した（5/21、6/1、8/8、

8/17、8/18、8/22、9/29）。町民団体や外部支援者、特に夏休み期間の学生ボランティアの皆さ

んに多く協力いただき実施した。 

 さらに、将来の植樹に向けた苗づくりや椿油の材料とするため、椿の種拾いイベントを４回実

施した（11/9、11/12、11/20、11/28）。町民団体や復興公営住宅入居者の皆さんに参加いただき、

計 12ｋｇの種を集めることができた。 

    ※復興公営住宅等での取り組みについては、２－１節参照。 

 

〇椿の避難路の草刈り（別紙報告参照） 

 日程 ６月１日（土） 

 場所 志津川字城場地内 

 参加 南三陸椿くらぶの皆さん等 計４名 

 

〇椿の避難路 整備活動 （別紙報告参照） 

日程 ８月 22 日（木） 

   場所 上山八幡宮敷地内およびその周辺地域 

（南三陸町志津川字上の山） 

参加 福岡大学「東日本復興夏期セミナー」 

   参加者 33 名等 計 36名 

内容 上の山の「椿の避難路」の下草刈り 
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 ③南三陸町震災復興祈念公園の運営について検討するワークショップ・広報活動の実施 

 

津波被災エリアに町の復興のシンボルとして整備されている「南三陸町震災復興祈念公園」の

管理運営に多くの町民が参加できる仕組みを作っていくため、町内のまちづくり団体（志津川地

区まちづくり協議会、かもめの虹色会議）と連携して、話し合いの場を 11回設けた（5/17、5/23、

5/30、8/1、8/16、9/12、9/20、9/28、11/12、11/26、12/11）。 

また２月２日（日）に、部分開業した祈念公園の見学会を開催、本格開業（2020 年秋予定）に

向けて、町民が参加する植樹会や、公園の日常的な管理に町民が関わる仕組みづくりについて話

し合い、今後、この集まりを母体として検討を進めていく

ことになった。具体的には、参加者の声を活かして、「震

災復興祈念公園」の管理運営に向けた取り組みとして、以

下の５つの目標を設定した。 

 １．（交流） 

  語り部やツアーの導入ゾーンとして考えよう 

 ２．（憩い） 

  ちいさな子どもや高校生の拠り所としてケアしよう 

 ３．（管理） 

  町内業者の奉仕活動を点数制にして展開しよう 

 ４．（再利用） 

  枯れ葉などを腐葉土や肥料として活用しよう 

 ５．（学び） 

  防災学習の拠点として活用しよう 

 

 

（３）「南三陸椿くらぶ」との連携事業 

 

町民団体「南三陸椿くらぶ」と連携し、外部から町を訪れた方々に椿のまちづくり活動について

伝えていくための「椿のきりこはがき」作り等を行う活動を上山八幡宮社務所にて９回（5/1、5/12、

5/18、6/1、6/16、7/14、9/7、9/30、10/6）実施した。椿のまちづくり活動での連携も深まってき

ている。 
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２．新しい市街地におけるコミュニティづくり     

 

復興公営住宅や防災集団移転団地など新しい住宅団地のコミュニティの活性化に向け、交流会や移

動交流会（外出支援活動）の開催を通じて支援した。特に、コミュニティの一体化に向けて復興公営

住宅入居者と防災集団移転団地の住民とがともに参加できるイベントを開催、両者が互いに顔を合わ

せ、コミュニケーションを深められる場を提供した。 

さらに、住居への引きこもりによる孤立や、買い物や通院といった日常的に発生する移動の困難さ

といった、現在の自治会や既存の組織には対応が難しい課題について、合併前の旧町村のような広域

の枠組みで解決につなげていくためのきっかけづくりとして、地域マップを作成した。 

 

２－１．交流会の開催等コミュニティ活性化に向けた支援 

 

復興公営住宅の自治会について、共益費の集金や団地の共通費用支払といった最低限の機能にとど

まらず、住民同士の交流や助け合い活動のような多様な機能を発揮していくことができるよう、入居

者の意向を尊重しながら、集会所を活用した交流会や外部支援者のコーディネート、町の無償貸切バ

ス「モアイバス」を活用した移動交流会（外出支援活動）等を通じて伴走支援した。 

 特に、移動交流会（外出支援活動）については、告知後すぐに参加者が定員近くまで集まるなど、

ニーズが高く、参加者の感想からも満足度が高い傾向が見られた。事前にお茶会の場で希望を聞いて

行先を決めるようにしていたが、「○○に行きたい」「●●したい」といった前向きな提案を多く聞く

ことができた。おまかせではなく、自分たちの活動という意識が芽生え始めており、活動の自走に向

けた良い傾向と考えている。 

とはいえ、地域の現状を考えると、復興公営住宅内の交流活動だけでは近々限界が来る。サロン企

画について団地を超えた交流・連携も模索したが、あまりうまくいかなかった。日頃顔を合わせない

方と一緒に活動することに消極的な姿勢が見られ、脆弱なコミュニティが閉鎖的になりつつある傾向

が感じられた。今後は、復興祈念公園をフィールドにした活動など、コミュニティが開かれるような

活動を工夫して進めていきたい。 

 

本活動は、以下の助成事業・補助事業の一環として実施したものである。 

・東日本大震災現地 NPO 応援基金［特定助成］東日本大震災復興支援 

 JTNPO 応援プロジェクト助成金（４月～６月） 

・みやぎチャレンジプロジェクト助成金（宮城県共同募金会）（４月～３月） 

・平成 31 年度おらほのまちづくり支援事業補助金（南三陸町）（６月～３月） 

・令和元年度みやぎ地域復興支援助成金（宮城県）（６月～３月） 

・公益信託仙台銀行まちづくり基金助成金（１月～３月） 
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（１）戸倉復興住宅・戸倉団地～戸倉地域全体の取り組み 

 

外部支援者のコーディネートや交流会・外出支援活動、「南三陸復興まちづくり通信」を通じた情

報発信等の伴走支援を継続した。加えて、中心部や漁村集落の状況が震災前と大きく変わってしまっ

た戸倉地域の現状を考慮し、復興後の新しい地域づくりを始めるきっかけとなるよう、復興公営住宅

の状況も含めた新しい地域の姿を「戸倉っこマップ」としてまとめ、地域内全戸に配布した。 

 

 ①椿のお花見ぐるっと町内バスツアー（戸倉地区） 

       （別紙報告参照） 

  日時 ４月22日（月）10：00～14：00 

  対象 戸倉地区の復興住宅入居者と 

 高台移転団地の住民 

  場所 戸倉復興住宅集会所発着～南三陸町内 

  参加 17名 

  内容 モアイバスを利用し開催。町内の志津川、 

 歌津、入谷を周遊し満開の桜を愛でた。 

入谷の雲南神社のそばを流れる八幡川で椿の花流しをして震災の犠牲者の霊を慰めた。入

谷ひころの里「ばっかり茶家」で昼食を楽しんだ後、三陸道三滝堂ＩＣの「道の駅」を視

察した。 

 

②戸倉マップづくりワークショップ 

       （別紙資料参照） 

  日時 ６月 24 日（月）９：30～11：30 

  会場 戸倉復興住宅 集会所 

  参加 10 名 

  内容 昨年度の第１回ワークショップとその後の 

     お茶会で意見を出しあいながら進めてきた 

     マップづくり。ほぼ完成したデザイン案を 

     見ながら意見交換した。 

 

③「戸倉っこマップ」完成おひろめ会 

       （別紙報告参照） 

  日時 ９月 19 日（木）９：30～11：00 

  会場 戸倉復興住宅 集会所 

参加 11 名 

 内容 入居者の皆さんと制作を進めてきた「戸 

    倉っこマップ」が完成、フレームに入れ 

    たマップを披露した。その後のお茶会で 

    は、今後、モアイバスで行きたい所につ 

    いて話し合った。 
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 ＜戸倉っこマップについて＞ 

 中心部や集落の状況が震災前と大きく変わってしまった戸倉地域を対象として、復興公営住宅・

防災集団移転団地・非被災集落の配置や、道路の復興状況、店舗等商業施設の再開状況といった新

しい地域の姿を、わかりやすいマップ「戸倉復興マップ」としてまとめ、地区内外の世帯に配布す

るとともに（A2 版 1,000 部）、多くの方が訪れる施設や店舗にパネル掲示いただく（A1版 30 ヶ

所）ことで、戸倉地区の復興状況の情報発信につなげた。 

 制作プロセスの中で、戸倉にお住まいの方々からも、地域全体がどうなっているかわからないと

いう声がよく聞かれた。新しい地域の姿を目に見える形で共有することで、復興後の新しい地域づ

くりの活動につなげていくきっかけとした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（上）完成した『戸倉っこマップ』 

 

（右）町長へのパネル贈呈の様子 

   （2020.10.11） 
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④モアイバスで行くバスツアー 

    （別紙報告参照） 

 日時 11月 18 日（月）９：00～15：00 

  対象 戸倉地区の復興住宅入居者と 

 高台移転団地の住民 

  場所 戸倉復興住宅集会所発着 

      ～気仙沼市内～陸前高田市内 

 参加 15名 

内容 モアイバスを利用した移動交流会と

して企画。当会メンバーのガイドで、

気仙沼大島と陸前高田を視察した。4 月に開通した気仙沼大橋を渡って訪れた大島では島

内を一周。龍舞崎や亀山の頂上からの眺望を満喫した。陸前高田では国営の追悼・祈念施

設や津波伝承施設、道の駅、奇跡の一本松などを見学した。 

 

⑤椿はな咲くまちづくりお茶会 

 椿油でけんちんだんご汁を作りましょの会 

    （別紙報告参照） 

 日時 ２月 17 日（月）９：30～11：30 

  会場 戸倉復興住宅 集会所 

 参加 14名 

内容 「椿油でけんちん汁を作りましょ！」

と題して開催。朝のラジオ体操をし

た後、調理を開始。椿油を使って大

根、人参、ゴボウなどの野菜やキノコの入ったけんちん団子を作り、和やかに会食した。

出来上がるまでの間は、犬棒カルタやシルバー川柳カルタをして楽しんだ。椿油は 2019

年秋に町内で拾ったタネから絞ったもので、12㎏のタネから 2ℓの油が採れた。 
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（２）志津川西復興住宅・田尻畑行政区 

 

「南三陸復興まちづくり通信」を読まれて他団地の活動について知り、ぜひうちの団地でもという

ことで、以前に要望をいただいた経緯があった。自治会や社協LSAへのヒアリングを実施したところ、

２つに分かれている復興公営住宅のうち西ヶ丘行政区所属で規模が大きい「西の東」団地（LSA 常駐）

よりも、田尻畑行政区所属の「西の西」団地に交流ニーズが深いことがわかった。復興公営住宅と防

災集団移転団地、既存団地が隣接している地区であり、相互の融和を意識して支援した。 

 

 ①お茶っこ交流会 

  日程 ９月30日（月） 

  会場 志津川西復興住宅 第２集会所 

  参加 10名 

内容 今後のコミュニティ活動について話し合い。

参加者から、日帰りの研修旅行の希望が出さ

れ、11月初旬に、住民サークル「ほのぼの倶

楽部」との共催で実施することとした。 

 

  ②モアイバスで行くバスツアー（志津川西地区） 

  日時 11 月８日（金）９：00～15：00 

  対象 志津川西復興住宅（西の西）と 

     その近隣にお住まいの方 

  場所 志津川西復興住宅集会所前発着 

      ～気仙沼市内～陸前高田市内 

  参加 13 名 

内容 当会のメンバーのガイドで、気仙沼大島と陸

前高田を視察した。大島では龍舞崎や亀山の

頂上からの眺望を満喫したほか、鶴亀大橋をバックに記念撮影。陸前高田では国営の追

悼・祈念施設や津波伝承施設、奇跡の一本松などを見学した。 

 住民の自主サークル「ほのぼの倶楽部」との共催で実施。行程や視察場所については、「ほ

のぼの倶楽部」の方にゆだねる形で、自主性を大切にすることを意識して進めた。 
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（３）志津川中央復興住宅／中央行政区 

 

 2018 年度に集中的な支援を行った地区である。復興公営住宅自治会については、活動が自走段階に

入った。当会としては、伴走支援を行いながら、入居者のニーズに沿い必要に応じて支援する方針と

した。 

 

①椿のたねっこ拾いバスツアー 

           （別紙報告参照） 

日時 11月20日（水）10：00～14：00 

対象 志津川中央地区にお住まいの方 

場所 志津川中央復興住宅 集会所発着 

参加 17名 

内容 志津川・上山八幡宮や袖浜の「北の恋人

岬公園」、歌津館浜の津龍院等をモアイバ

スで回って椿のたね拾いをしたほか、当

会のメンバーの案内で、志津川と歌津の復興状況を視察した。入谷ひころの里の「ばっか

り茶家」で昼食後、三陸道三滝堂ＩＣの「道の駅」を見学した。 

 

 この他、３月１日に岩手県大船渡市の「椿まつ

り」を視察する移動交流会も企画していたが、新

型コロナウィルス感染症の広がりを受けて、残念

ながら中止とした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

－ 27 － 

 



 

－ 28 － 

 

 

 



 

－ 29 － 

２－２．情報発信・広報を通じた町民活動の支援 

 

当会主催以外の催事についても、復興公営住宅や防災集団移転団地で開催された住民交流会や、地

域のイベント等の様子を取材、後述の「南三陸復興まちづくり通信」に掲載し情報発信した。通信の

掲載内容を見て、団地間の情報交換・交流が生まれるなど一定の効果があった。加えて、地区の一体

性に課題が出ている志津川地区について、より多くの町民の交流が生まれるよう、地区中心部で開催

されるイベントの広報支援を行った。 

 

本活動は、以下の助成事業・補助事業の一環として実施したものである。 

・東日本大震災現地 NPO 応援基金［特定助成］東日本大震災復興支援 

 JTNPO 応援プロジェクト助成金（４月～６月） 

 ・平成 31年度おらほのまちづくり支援事業補助金（南三陸町）（６月～３月） 

・令和元年度みやぎ地域復興支援助成金（宮城県）（６月～３月） 

・公益信託仙台銀行まちづくり基金助成金（１月～３月） 

 

 ①戸倉復興住宅・戸倉団地 

 

 

 

 

 

 

 

        7/13 浄土真宗富山教区 

           仏教婦人会連盟との交流会  

                           

②戸倉地域 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     4/21 戸倉神社春の例祭 神輿渡御      5/30 戸倉地区はつらつシニア 

                              グラウンドゴルフ大会 
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③志津川西復興住宅・西ヶ丘行政区 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       5/30 くらふと講習会          6/21 ウィメンズアイ「たがい市」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       7/7 西ヶ丘行政区 地区交流会     

 

 

 ④志津川中央復興住宅・中央行政区 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      7/7 中央行政区集会所 落成式        9/17 秋のクラシックコンサート 
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                          1/26 交流餅つき大会     

 

 

 

 

⑤志津川“東の東”復興住宅・沼田東行政区 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      8/16 盆踊り＆カラオケ大会        1/12 沼田東行政区 新年会 

 

 

⑥伊里前復興住宅・伊里前地区 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   9/15 神戸フィルハーモニック       1/15 なつかしい昭和 昔を語る会 

      「お茶っこコンサート」 
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 ⑦寄木・韮の浜団地 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     5/25 海鮮バーベキュー大会（寄木）  10/14 グラウンドゴルフ大会（寄木・韮の浜） 

 

 

 

 

 

 

 

 

        2/1 民謡交流会 

 

 

 

 ⑧みねはた団地 

 

 

 

 

 

 

 

 

                       10/14 芋煮会 
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 ⑨伊里前地区～歌津地域全体 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      4/21 のぞみ福祉作業所         5/19 ハマーレ歌津 しろうおまつり 

         オープンファクトリー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      8/4 ハマーレ歌津 歌津夏祭り      10/28 音楽＆絵本読み芝居コンサート 

                              （伊里前小学校） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    11/18 曹洞宗山形県第三宗務所ボランティア   12/8 地域交流グラウンドゴルフ 

       協議会のメンバーに感謝する会         初心者大会 
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３．南三陸復興まちづくり通信発行 

 

 上述のような各地域の取り組みや町の復興状況、当会の活動内容等を、月１回発行の「南三陸復興

まちづくり通信」に掲載・情報発信した。毎号約 1,000 部発行し、支援対象復興公営住宅の入居者に

全員に配布した他、行政・社協等の関係機関、外部支援者等にも読んでいただけるようにした。昨年

度と同様、通信を読まれた方から「自分たちのところでも交流会を実施したい」と相談が来る等、地

域活動の水平展開に寄与できている。今後も継続的な発行を目指していきたい。 

 

本活動は、以下の助成事業・補助事業の一環として実施したものである。 

・東日本大震災現地 NPO 応援基金［特定助成］東日本大震災復興支援 

 JTNPO 応援プロジェクト助成金（４月～６月） 

 ・平成 31年度おらほのまちづくり支援事業補助金（南三陸町）（６月～３月） 

・令和元年度みやぎ地域復興支援助成金（宮城県）（６月～３月） 

 ・公益信託仙台銀行まちづくり基金助成金（１月～３月） 

 

 ①４月 第 58 号発行 

   内容 未来へ伝え 語りついでゆく ～ホテル観洋で被災地語り部フォーラム～ 

ギター演奏と軽食で楽しく交流 ～志津川西ケ丘行政区が住民親睦会を開催～ 

志津川中央公営住宅でひな祭り ／ 高台移転みねはた団地で支援団体が住民と交流会 

椿油のけんちん汁 いただきます！ ～戸倉公営住宅の入居者が食事会で交流～ 

県臨床心理士会が寄木地区集会所で交流会 

 

②５月 第 59 号発行 

内容 南三陸町生涯学習センター完成！ 国道 45 号に新ランドマーク 

志津川東公営住宅で「春の交流会」 

商工会館基本構想発表 令和 2 年 4 月開館予定 

戸倉神社の春の例祭で神輿渡御 ／ 戸倉復興住宅入居者らが町内巡り 

 

③６月 第 60 号発行 

   内容 震災時の御慰問に感謝！ ハマーレ歌津で改元を前に「天皇皇后両陛下写真展」 

志津川地区復興拠点連絡道路が全線開通！ 役場、病院、商店街へのアクセス向上 

   のぞみ福祉作業所で オープンファクトリー開催 

戸倉地区で「はつらつシニアグラウンドゴルフ大会」 

寄木地区住民と支援団体が海鮮ＢＢＱで交流会 

 

④７月 第 61 号発行 

   内容 伊里前地区復興工事で現地説明会開催 ／ 「戸倉っこマップ」この夏完成予定！ 

躍り食い体験も！歌津ハマーレで しろうおまつり 

志津川西復興住宅集会所で“くらふと講習会” ／ 復興みなさん会が定例総会 
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⑤８月 第 62 号発行 

   内容 ＢＲＴ清水浜―歌津間を専用道で供用開始！ 

      志津川西復興住宅集会所で「たがい市」 ／軽トラ移動板倉事務所をお披露目 

      「歌津地区復興支援の会一燈」がネットワーク会議 

      住民の交流拠点完成 餅まきでお祝い！～中央行政区集会所で落成式～ 

   富山名物マスの笹巻寿司で入居者もてなす 浄土真宗の僧侶らが戸倉復興住宅を訪問 

 

 ⑥９月 第 63 号発行 

   内容 伊里前地区国道 45 号 新迂回路に切り替え！ 

      志津川西復興住宅集会所で行政区交流会 ／志津川荒嶋神社の大鳥居再建 

「みなみさんりく発掘ミュージアム」オープン！ 

      歌津直売所「みなさん館」が大幅にリニューアル 

多彩なイベントや打ち上げ花火で来場者魅了！ 

   ～歌津夏祭り 町内外からの家族連れでにぎわう～ 

沼田東行政区で盆踊り・カラオケ大会！ 

   ～志津川東復興住宅集会所を会場に交流会～ 

 

 ⑦10 月 第 64 号発行 

   内容 町民の安全を守る防災拠点が完成！ 南三陸消防署新庁舎落成式 

「戸倉っこマップ」完成！ お披露目会開催 

福岡大生３３人が下草刈りのボランティア作業 

上山八幡宮「秋の例大祭」にて夜神楽奉納 ／ 神戸フィルハーモニックがコンサート 

 

 ⑧11 月 第 65 号発行 

   内容 ツール・ド・東北シーフードカレーで応援！ 

      復興公営住宅で「秋のクラシックコンサート」 

JT NPO 応援プロジェクト完了報告会に参加／志津川西復興住宅で「お茶っこ交流会」 

高台移転みねはた団地で“芋煮会” ／ 「戸倉っこマップ」完成！ 町に寄贈 

 

  ⑨12 月 第 66 号発行 

    内容 歌津大橋の工事完成！ 住民対象の見学会開催 

       韮の浜・寄木地区が合同でグラウンドゴルフ大会 

伊里前小学校で音楽＆絵本読み芝居コンサート 

モアイバスで気仙沼大島と陸前高田を見学！ 

椿のたね拾いツアーでふるさと巡り 

       復興の先を見据え地域の未来を考えるフォーラム 

 

  ⑩１月 第 67 号発行 

    内容 南三陸町震災復興祈念公園が一部開園！ 「祈りの丘」などで除幕式 

震災犠牲者の鎮魂願い大仏建立 開眼法要 
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練習の成果を披露 志津川で高齢者芸能発表会 

出会いと絆、思い出に感謝の交流会 

移動交流会で気仙沼大島と陸前高田を見学！ 

 

  ⑪２月 第 68 号発行 

    内容 南三陸町の仮設住宅 ８年９ケ月で解消！ 

       自然環境活用センター完成 新年から業務開始 

志津川沼田東行政区が初めての新年会 

       志津川中央復興公営住宅で交流餅つき大会 

「歌津地区支援の会一燈」がネットワーク会議 

地区挙げて「グラウンドゴルフ大会」開催 

 

  ⑫３月 第 69 号発行 

    内容 南三陸町「道の駅・震災伝承施設」の住民説明会開催  

         建築家 隈研吾氏が基本設計の概要を説明 

商工会館移転再建へ上棟式 4 月開館予定 

七ヶ浜町で被災地学習・交流会を開催しました 

       寄木地区の集会所で「民謡交流会」開催 

       「なつかしい昭和 昔を語る会」開催 
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４．関係主体との情報交換・連絡調整 

 

 今後の支援に必要な情報・ノウハウを習得するために、他主体が主催する会議、研修・視察等に参

加し情報交換を行った。 

 

①歌津地区復興支援の会一燈 ネットワーク会議参加 

 当会の役員が、ネットワーク会議に参加し、情報共有した。全町的に発信すべき情報があった 

際には、「南三陸復興まちづくり通信」に掲載して情報発信した。 

 

②木の家づくり互助会 定例会参加 

 

③志津川地区まちづくり協議会・かもめの虹色会議 参加 

南三陸町復興祈念公園の運営について協議する機会を持ち、連携が更に深まった。 

 

④震災伝承施設基本計画案 住民説明会参加 

日程 (i) ５月 20 日（月）    (ii) ５月 24 日（金） 

会場 (i) 南三陸町役場歌津総合支所  (ii) 南三陸町役場 

   参加 (i) 畠山理事    (ii) 工藤理事 

 

  ⑤東日本大震災復興支援 JTNPO 応援プロジェクト 助成完了報告会 

   日時 9 月 24日（火）14：00～18：20 

   会場 TKP ガーデンシティ PREMIUM 仙台西口 カンファレスルーム D7（仙台市青葉区花京院） 

   参加 後藤代表理事、髙田会員 

   内容 １年間の助成事業の成果報告を行うとともに、参加者の皆さんと情報交換した。 

 

⑥「戸倉っこマップ」 町に寄贈 

 日程 10月 11 日（金） 

 会場 南三陸町役場 

 対応 後藤代表理事、及川理事、畠山理事、工藤理事 

 

⑦いわて連携復興センター ヒアリング対応 

日時 10 月 29 日（日）13：30～14：30 

会場 上山八幡宮 社務所内 

来所 特定非営利活動法人いわて連携復興センター 酒井菜穂子氏 

  対応 後藤代表理事、及川理事、畠山理事、工藤理事、髙田会員 

 

⑧とうほくＮＰＯフォーラム in 陸前高田 2019 参加 

日程 11 月 27 日（水） 

会場 陸前高田コミュニティホール（岩手県陸前高田市高田町字栃ヶ沢） 

参加 後藤代表理事、及川理事、髙田会員 
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⑨学生ヒアリング対応 

 日時 １月７日（日）16：00～17：05 

会場 東北圏地域づくりコンソーシアム内（仙台市若林区土樋） 

来所 東北大学教育学部 ４年 加藤龍太郎氏（指導教官 石井山竜平准教授） 

対応 髙田会員 

 

  ⑩七ヶ浜町視察 

日程 ２月６日（木） 

会場 七ヶ浜みんなの家きずなハウス（七ヶ浜町吉田浜字野山）他、七ヶ浜町内 

対応 ＮＰＯ法人レスキューストックヤード（ＲＳＹ）石木田氏、横田氏、藤原氏、佐藤氏 

参加 後藤代表理事、及川理事、畠山理事、工藤理事、髙田会員 

内容 ＲＳＹの被災者支援の概要や「きずなネット」の活動について説明を受けた後、お互いの

組織の課題や悩みについて意見交換をした。沿岸部のフィールドワークでは、菖蒲田浜災

害公営住宅、防災集団移転団地などを見学した。 

 

⑪第 3回大規模災害公営住宅自治会交流会 参加 

日程 ２月 11 日（火） 

主催 特定非営利活動法人いわて連携復興センター等 

会場 鶴ケ谷災害公営住宅集会所（多賀城市鶴ケ谷） 

参加 及川理事 

内容 みやぎ地域復興支援助成事業の実施内容・成果・今後の見込みについて報告した。 

 

⑫「第５回全国被災地語り部シンポジウム in東北」への講師派遣 

日程 2 月 24 日（月）～25 日（火） 

会場 ホテル観洋 

対応 後藤代表理事、工藤理事 

 

⑬令和元年度みやぎ地域復興支援助成事業 活動報告会 参加 

日程 ２月 27 日（木） 

会場 宮城県気仙沼合同庁舎（気仙沼市赤岩杉ノ沢） 

参加 及川理事、畠山理事、髙田会員 

内容 みやぎ地域復興支援助成事業の実施内容・成果・今後の見込みについて報告した。 

 

 ⑭山元町視察 

日程 ３月 19 日（木） 

会場 つばめの杜西区集会所・つばめの杜中央公園（宮城県亘理郡山元町つばめの杜） 

対応 つばめの杜公園管理会 斎藤会長、伊藤副会長、菅原氏（会計）、沓澤氏（前会長） 

   山元復興ステーション 橋本氏 

参加 後藤代表理事、及川理事、畠山理事、工藤理事、髙田会員 

内容 震災復興祈念公園が今秋全面開園するのを見据え、先行事例であるつばめの杜公園管理会
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の取り組みを学ぶのが目的。ワークショップや利用者アンケートなどを実施していること

や、隣接する山下二小の児童と協働したごみ拾いや樹木の生育調査、遊具点検などの活動

事例など大いに参考になった。お話を伺った後、公園を視察した。 

 

⑮県広報「みやぎ復興情報ポータルサイト」ヒアリング対応 

 日時 ３月 23 日（月）14：20～15：40 

会場 上山八幡宮社務所内 

対応 後藤代表理事、及川理事、畠山理事、工藤理事、髙田会員 
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５．団体運営に関する事項 

 

 ５－１．総会の開催 

 

   定時社員総会を以下の通り開催した。 

    日時 6 月 23 日（日）16：10～17：00 

    会場 南三陸まなびの里いりやど 会議室（南三陸町入谷字鏡石） 

    内容 2018 年度事業報告、決算について 

       2019 年度事業報告、予算について 

 

 ５－２．理事会の開催 

 

  ①第１回理事会 

    日時 6 月 23 日（日）14：52～15：55 

    会場 南三陸まなびの里いりやど 会議室（南三陸町入谷字鏡石） 

    内容 総会提出資料について 

 

 ５－３．例会の開催 

 

 事業の進捗に関する情報共有・協議のため、理事や会員が参加する例会を以下の通り、16 回開催

した。例会の開催回数は 2011 年度から通算で 187回となった。 

４月 16 日（火）、５月９日（木）、５月 20 日（月）、 

６月５日（水）、７月 18 日（木）、８月８日（木）、 

８月 30 日（金）、９月 26 日（木）、10月 16 日（水）、 

10 月 29 日（火）、11月 15 日（火）、12 月６日（金）、 

１月 28 日（火）、２月 10 日（月）、２月 28 日（金）、 

    ３月 23 日（月） 

                  定例会の様子 

 

 

 ５－４．団体情報の発信 

 

 当団体の事業・運営に関する情報については、以下のホームページにて適宜情報発信した。 

   http://tohokuconso.org/common/minasan/index.html 

 

（以上） 

 

http://tohokuconso.org/common/minasan/index.html
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東日本大震災現地NPO応援基金［特定助成］東日本大震災復興支援 

JTNPO応援プロジェクト（第２期）助成金 完了報告会資料 
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－ 74 － 

 

 



 

－ 75 － 
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中日新聞社会事業団 東日本復興支援事業 紹介パンフレット 掲載内容 
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－ 78 － 

みやぎ地域復興支援助成金（宮城県）補助事業 成果報告資料 
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県広報（みやぎ復興情報ポータルサイト） 掲載内容 
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